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(57)【要約】

【課題】熱耐久下において触媒担体表面の貴金属がシン

タリングすることを、より抑制することができる排ガス

浄化触媒を製造する方法を提供する。

【解決手段】排ガス浄化触媒を製造する本開示の方法は

、Ｐｔ、Ｒｈ、又はこれらの組み合わせである貴金属の

塩と、Ｎｄ、Ｙ、又はこれらの組み合わせである希土類

の塩とが溶解しており、かつ担体粒子が分散している、

原料スラリーを提供すること、及び原料スラリーを乾燥

させることを含んでいる。製造される排ガス浄化触媒中

の貴金属の量は、排ガス浄化触媒中の貴金属、希土類、

及び担体粒子の合計に対して、０．２～１．０質量％で

ある。また、製造される排ガス浄化触媒中の希土類の量

が、排ガス浄化触媒中の貴金属、希土類、及び担体粒子

の合計に対して、１０～３０質量％である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 製 造 方 法 で あ っ て 、

　 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 貴 金 属 の 塩 と 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 又 は こ れ ら の 組

み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 と が 溶 解 し て お り 、 か つ 担 体 粒 子 が 分 散 し て い る 、 原 料 ス ラ リ

ー を 提 供 す る こ と 、 及 び

　 前 記 原 料 ス ラ リ ー を 乾 燥 さ せ る こ と

を 含 ん で お り 、

　 前 記 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 貴 金 属 の 量 が 、 前 記 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 前 記 貴 金 属 、 前 記 希 土

類 、 及 び 前 記 担 体 粒 子 の 合 計 に 対 し て 、 ０ ． ２ ～ １ ． ０ 質 量 ％ で あ り 、 か つ

　 前 記 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 前 記 希 土 類 の 量 が 、 前 記 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 前 記 貴 金 属 、 前 記

希 土 類 、 及 び 前 記 担 体 粒 子 の 合 計 に 対 し て 、 １ ０ ～ ３ ０ 質 量 ％ で あ る 、

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 開 示 は 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 製 造 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 自 動 車 等 の た め の 内 燃 機 関 、 例 え ば 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 又 は デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 等 の 内

燃 機 関 か ら 排 出 さ れ る 排 ガ ス 中 に は 、 一 酸 化 炭 素 （ Ｃ Ｏ ） 、 炭 化 水 素 （ Ｈ Ｃ ） 、 及 び 窒 素

酸 化 物 （ Ｎ Ｏ ｘ ） 等 の 成 分 が 含 ま れ て い る 。 こ の た め 、 通 常 は 、 内 燃 機 関 を 有 す る 車 両 に

は 、 こ れ ら の 成 分 を 浄 化 す る た め の 排 ガ ス 浄 化 用 触 媒 装 置 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 排 ガ ス

浄 化 用 触 媒 装 置 内 に 取 り 付 け ら れ た 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に よ っ て 、 こ れ ら の 成 分 が 実 質 的 に 分

解 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 排 ガ ス 浄 化 触 媒 と し て は 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 及 び Ｐ ｄ 等 の 貴 金 属 粒 子 が 、 ア ル ミ ナ 等 の 担 体

粒 子 に 担 持 さ れ た 構 成 を 有 す る も の が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 排 ガ ス 浄 化 触 媒 は 、 熱 耐

久 に 伴 い 、 貴 金 属 粒 子 が シ ン タ リ ン グ す る こ と に よ り 、 触 媒 活 性 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 貴 金 属 粒 子 の シ ン タ リ ン グ を 抑 制 す る 手 段 と し て 、 特 許 文 献 １ は 、 ジ ル コ ニ ア 系 金 属 酸

化 物 粒 子 の 表 面 に 希 土 類 酸 化 物 が 富 化 し た 領 域 が 点 在 す る 触 媒 担 体 上 に 、 Ｒ ｈ が 担 持 さ れ

て い る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 開 示 し て い る 。 同 文 献 に よ る と 、 こ の よ う な 排 ガ ス 浄 化 触 媒 は 、

希 土 類 酸 化 物 を 使 用 す る こ と に よ り 、 触 媒 担 体 表 面 に お け る ロ ジ ウ ム の 移 動 及 び シ ン タ リ

ン グ を 抑 制 し つ つ 、 触 媒 担 体 表 面 に お い て ロ ジ ウ ム を 適 度 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 １ は 、 希 土 類 水 酸 化 物 又 は 酸 化 物 の コ ロ イ ド 粒 子 を 含 有 し て い る コ ロ イ

ド 溶 液 を 提 供 す る こ と 、 コ ロ イ ド 溶 液 に 、 ジ ル コ ニ ア 系 金 属 酸 化 物 粒 子 を 加 え て 、 ジ ル コ

ニ ア 系 金 属 酸 化 物 粒 子 の 表 面 に コ ロ イ ド 粒 子 を 吸 着 担 持 さ せ る こ と 、 並 び に コ ロ イ ド 粒 子

を 吸 着 担 持 さ せ た ジ ル コ ニ ア 系 金 属 酸 化 物 粒 子 を 、 乾 燥 及 び 焼 成 す る こ と に よ り 、 こ の よ

う な 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 製 造 す る こ と が で き る 旨 、 開 示 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ ８ ３ ２ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 熱 耐 久 下 に お い て 触 媒 担 体 表 面 の 貴 金 属 が シ ン タ リ ン グ す る こ と を 、 よ り 抑 制 す る こ と

が で き る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 製 造 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 開 示 者 は 、 以 下 の 手 段 に よ り 上 記 課 題 を 達 成 す る こ と が で き る こ と を 見 出 し た ：

　 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 製 造 方 法 で あ っ て 、

　 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 貴 金 属 の 塩 と 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 又 は こ れ ら の 組

み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 と が 溶 解 し て お り 、 か つ 担 体 粒 子 が 分 散 し て い る 、 原 料 ス ラ リ

ー を 提 供 す る こ と 、 及 び

　 前 記 原 料 ス ラ リ ー を 乾 燥 さ せ る こ と

を 含 ん で お り 、

　 前 記 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 貴 金 属 の 量 が 、 前 記 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 前 記 貴 金 属 、 前 記 希 土

類 、 及 び 前 記 担 体 粒 子 の 合 計 に 対 し て 、 ０ ． ２ ～ １ ． ０ 質 量 ％ で あ り 、 か つ

　 前 記 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 前 記 希 土 類 の 量 が 、 前 記 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 前 記 貴 金 属 、 前 記

希 土 類 、 及 び 前 記 担 体 粒 子 の 合 計 に 対 し て 、 １ ０ ～ ３ ０ 質 量 ％ で あ る 、

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 開 示 に よ れ ば 、 熱 耐 久 下 に お い て 触 媒 担 体 表 面 の 貴 金 属 が シ ン タ リ ン グ す る こ と を 、

よ り 抑 制 す る こ と が で き る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 製 造 す る 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 熱 耐 久 処 理 前 後 に お け る 、 実 施 例 １ － １ 、 実 施 例 １ － ２ 、 及 び 比 較 例 １

の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 例 １ － １ 、 実 施 例 １ － ２ 、 及 び 比 較 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久

処 理 １ 後 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 前 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 前 の Ｃ Ｏ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ３ Ｃ 】 図 ３ Ｃ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 前 の Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 １ 後 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ｂ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 １ 後 の Ｃ Ｏ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ Ｃ 】 図 ４ Ｃ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 １ 後 の Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ５ Ａ 】 図 ５ Ａ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ｂ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の Ｃ Ｏ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ５ Ｃ 】 図 ５ Ｃ は 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の

排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ６ Ａ 】 図 ６ Ａ は 、 実 施 例 ３ － １ 、 実 施 例 ３ － ２ 、 及 び 比 較 例 ３ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 、

熱 耐 久 処 理 前 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ｂ は 、 実 施 例 ３ － １ 、 実 施 例 ３ － ２ 、 及 び 比 較 例 ３ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 、

熱 耐 久 処 理 １ 後 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ６ Ｃ 】 図 ６ Ｃ は 、 実 施 例 ３ － １ 、 実 施 例 ３ － ２ 、 及 び 比 較 例 ３ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 、

熱 耐 久 処 理 ２ 後 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ７ Ａ 】 図 ７ Ａ は 、 熱 耐 久 処 理 前 の 実 施 例 ４ － １ 、 実 施 例 ４ － ２ 、 及 び 比 較 例 ４ の 排 ガ

ス 浄 化 触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ｂ は 、 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の 実 施 例 ４ － １ 、 実 施 例 ４ － ２ 、 及 び 比 較 例 ４ の 排

ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 す る 。 な お 、 本 開 示 は 、 以 下 の 実 施 の 形 態 に 限

定 さ れ る の で は な く 、 開 示 の 本 旨 の 範 囲 内 で 種 々 変 形 し て 実 施 で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 《 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 製 造 方 法 》

　 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 製 造 す る 本 開 示 の 方 法 は 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ

る 貴 金 属 の 塩 と 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 と が 溶 解 し て お り

、 か つ 担 体 粒 子 が 分 散 し て い る 、 原 料 ス ラ リ ー を 提 供 す る こ と 、 及 び 原 料 ス ラ リ ー を 乾 燥

さ せ る こ と を 含 ん で い る 。 製 造 さ れ る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 貴 金 属 の 量 は 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒

中 の 貴 金 属 、 希 土 類 、 及 び 担 体 粒 子 の 合 計 に 対 し て 、 ０ ． ２ ～ １ ． ０ 質 量 ％ で あ る 。 ま た

、 製 造 さ れ る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 希 土 類 の 量 が 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 貴 金 属 、 希 土 類 、 及

び 担 体 粒 子 の 合 計 に 対 し て 、 １ ０ ～ ３ ０ 質 量 ％ で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 原 理 に よ っ て 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 本 開 示 の 作 用 原 理 は 以 下 の と お り で あ る と 考

え る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 希 土 類 が 添 加 さ れ て い る 担 体 に 貴 金 属 粒 子 を 担 持 さ せ た 排 ガ ス 浄 化 触 媒 で は 、 希 土 類 に

よ る 貴 金 属 粒 子 の ア ン カ ー 効 果 、 す な わ ち 、 担 体 粒 子 に 担 持 さ れ て い る 貴 金 属 粒 子 の 担 体

粒 子 の 表 面 に お け る 移 動 を 抑 制 す る 効 果 に よ っ て 、 貴 金 属 粒 子 の シ ン タ リ ン グ が 抑 制 さ れ

る と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ れ に 関 し て 、 本 開 示 者 は 、 担 体 粒 子 と あ わ せ て 所 定 量 の 貴 金 属 の 塩 及 び 希 土 類 の 塩 を

含 有 す る 原 料 ス ラ リ ー を 乾 燥 さ せ て 貴 金 属 と 希 土 類 と を 担 体 粒 子 上 に 担 持 す る こ と に よ り

、 ア ン カ ー 効 果 を 最 適 化 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 貴 金 属 の シ ン タ リ ン グ を よ り 抑

制 す る こ と が で き る こ と を 見 出 し た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 〈 原 料 ス ラ リ ー 〉

　 本 開 示 の 方 法 に お い て 提 供 さ れ る 原 料 ス ラ リ ー は 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ

せ で あ る 貴 金 属 の 塩 と 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 と が 溶 解 し

て お り 、 か つ 担 体 粒 子 が 分 散 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 原 料 ス ラ リ ー 中 の 貴 金 属 の 塩 、 希 土 類 の 塩 、 及 び 担 体 粒 子 の 組 成 比 は 、 以 下 に 示 す 、 本

開 示 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 組 成 に 合 わ せ て 調 整 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 原 料 ス ラ リ ー は 、 例 え ば 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 貴 金 属 の 塩 と 、

Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 と が 溶 解 し て い る 水 溶 液 に 、 担 体 粒

子 を 分 散 さ せ て 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 原 料 ス ラ リ ー は 、 例 え ば 、 担 体 粒 子 が 分 散 し て

い る ス ラ リ ー に 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 貴 金 属 の 塩 と 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、

又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 と を 溶 解 さ せ る こ と に よ り 得 る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 （ 貴 金 属 の 塩 ）

　 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 貴 金 属 の 塩 は 、 原 料 ス ラ リ ー の 分 散 媒 に 溶

解 さ せ る こ と が で き る 任 意 の 塩 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 塩 と し て は 、 例 え ば Ｐ

ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 貴 金 属 の 塩 化 物 、 硝 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 ス ル ホ ン 酸

塩 、 リ ン 酸 塩 、 及 び こ れ ら の 水 和 物 、 並 び に こ れ ら の 組 み 合 わ せ を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 原 料 ス ラ リ ー 中 の 貴 金 属 の 塩 の 含 有 量 は 、 本 開 示 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 排 ガ ス 浄 化 触
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媒 が 含 有 す る 貴 金 属 の 量 が 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 貴 金 属 、 希 土 類 、 及 び 担 体 粒 子 と の 合 計

に 対 し て 、 ０ ． ２ ～ １ ． ０ 質 量 ％ と な る 量 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ の 貴 金 属 の 塩 の 含 有 量 は 、 本 開 示 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 が 含 有 す る

貴 金 属 の 量 が 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 貴 金 属 、 希 土 類 、 及 び 担 体 粒 子 と の 合 計 に 対 し て 、 ０

． ２ 質 量 ％ 以 上 、 ０ ． ３ 質 量 ％ 以 上 、 ０ ． ４ 質 量 ％ 以 上 、 又 は ０ ． ５ 質 量 ％ 以 上 と な る 量

で あ っ て よ く 、 １ ． ０ 質 量 ％ 以 下 、 ０ ． ９ 質 量 ％ 以 下 、 ０ ． ８ 質 量 ％ 以 下 、 ０ ． ７ 質 量 ％

以 下 、 又 は ０ ． ６ 質 量 ％ 以 下 と な る 量 で あ っ て よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 （ 希 土 類 の 塩 ）

　 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 は 、 原 料 ス ラ リ ー の 分 散 媒 に 溶 解

さ せ る こ と が で き る 任 意 の 塩 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 塩 と し て は 、 例 え ば Ｎ ｄ

、 Ｙ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 化 物 、 硝 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 及 び こ れ ら の 水

和 物 、 並 び に こ れ ら の 組 み 合 わ せ を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 原 料 ス ラ リ ー 中 の 希 土 類 の 塩 の 含 有 量 は 、 本 開 示 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 排 ガ ス 浄 化 触

媒 が 含 有 す る 希 土 類 の 量 が 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 貴 金 属 、 希 土 類 、 及 び 担 体 粒 子 と の 合 計

に 対 し て 、 １ ０ ～ ３ ０ 質 量 ％ と な る 量 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ の 希 土 類 の 塩 の 含 有 量 は 、 本 開 示 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 が 含 有 す る

希 土 類 の 量 が 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の 貴 金 属 、 希 土 類 、 及 び 担 体 粒 子 と の 合 計 に 対 し て 、 １

０ 質 量 ％ 以 上 、 １ ５ 質 量 ％ 以 上 、 又 は ２ ０ 質 量 ％ 以 上 と な る 量 で あ っ て よ く 、 ３ ０ 質 量 ％

以 下 、 ２ ５ 質 量 ％ 以 下 、 又 は ２ ０ 質 量 ％ 以 下 と な る 量 で あ っ て よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 （ 担 体 粒 子 ）

　 担 体 粒 子 は 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 用 い る 貴 金 属 の 触 媒 活 性 を 失 わ せ な い も の で あ れ ば 、 特

に 限 定 さ れ な い 。 担 体 粒 子 の 例 と し て 、 シ リ カ （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） 、 ジ ル コ ニ ア （ Ｚ ｒ Ｏ ２ ） 、

セ リ ア （ Ｃ ｅ Ｏ ２ ） 、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） 、 チ タ ニ ア （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） 、 及 び こ れ ら の 固

溶 体 、 並 び に こ れ ら の 組 み 合 わ せ 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 担 体 粒 子 は 、 例 え ば 、 Ｃ ｅ Ｏ

２ － Ｚ ｒ Ｏ ２ 複 合 酸 化 物 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ － Ｃ ｅ Ｏ ２ － Ｚ ｒ Ｏ ２ 複 合 酸 化 物 、 又 は ア ル ミ ナ －

ジ ル コ ニ ア － チ タ ニ ア の 複 合 酸 化 物 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 （ 原 料 ス ラ リ ー の 分 散 媒 ）

　 原 料 ス ラ リ ー の 分 散 媒 は 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 貴 金 属 の 塩 、 及

び Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 希 土 類 の 塩 を 溶 解 す る こ と が で き 、 か つ 担 体

粒 子 を 分 散 さ せ る こ と が で き る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 分 散 媒 と し て は 、 例 え ば

水 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 〈 乾 燥 工 程 〉

　 本 開 示 の 方 法 は 、 原 料 ス ラ リ ー を 乾 燥 す る こ と を 含 ん で い る 。 乾 燥 の 温 度 、 時 間 、 及 び

雰 囲 気 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ８ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ℃ の 範 囲 の 温 度 、 １ ～ １ ０ 時 間 の

範 囲 の 時 間 、 及 び 大 気 雰 囲 気 で よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 乾 燥 の 温 度 は 、 ８ ０ ℃ 以 上 、 ９ ０ ℃ 以 上 、 又 は １ ０ ０ ℃ 以 上 で あ っ て よ く 、 １ ２ ０ ℃ 以

下 、 １ １ ０ ℃ 以 下 、 又 は １ ０ ０ ℃ 以 下 で あ っ て よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 乾 燥 の 時 間 は 、 １ 時 間 以 上 、 ３ 時 間 以 上 、 又 は ５ 時 間 以 上 で あ っ て よ く 、 １ ０ 時 間 以 下

、 ９ 時 間 以 下 、 又 は ７ 時 間 以 下 で あ っ て よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 開 示 の 方 法 は 、 乾 燥 工 程 の 後 に 、 さ ら に 焼 成 工 程 を 含 ん で い て よ い 。
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【 ０ ０ ３ １ 】

　 焼 成 の 温 度 、 時 間 、 及 び 雰 囲 気 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ４ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ０ ℃

の 範 囲 の 温 度 、 ２ ～ ４ 時 間 の 範 囲 の 時 間 、 及 び 大 気 雰 囲 気 で よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 焼 成 の 温 度 は 、 ４ ０ ０ ℃ 以 上 、 ５ ０ ０ ℃ 以 上 、 又 は ６ ０ ０ ℃ 以 上 で あ っ て よ く 、 １ ０ ０

０ ℃ 以 下 、 ９ ０ ０ ℃ 以 下 、 又 は ７ ０ ０ ℃ 以 下 で あ っ て よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 焼 成 の 時 間 は 、 ２ 時 間 以 上 、 ２ 時 間 ３ ０ 分 以 上 、 又 は ３ 時 間 以 上 で あ っ て よ く 、 ４ 時 間

以 下 、 ３ 時 間 ３ ０ 分 以 下 、 又 は ３ 時 間 以 下 で あ っ て よ い 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 《 実 施 例 １ － １ 、 実 施 例 １ － ２ 、 及 び 比 較 例 １ 》

　 以 下 に 記 載 の と お り に し て 、 Ｐ ｔ 、 Ｙ 、 及 び 担 体 と し て の ア ル ミ ナ を 有 す る 実 施 例 １ －

１ 及 び 実 施 例 １ － ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 、 並 び に Ｐ ｔ 及 び 担 体 と し て の ア ル ミ ナ を 有 す る 比

較 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 得 た 。 ま た 、 得 ら れ た 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 、 以 下 に 記 載

の と お り の 熱 耐 久 処 理 １ 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ を 行 っ た 。 そ し て 、 熱 耐 久 処 理 前 、 熱 耐 久 処 理

１ 後 、 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 、 及 び Ｎ Ｏ ｘ 浄 化

率 を 、 そ れ ぞ れ 測 定 し た 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 〈 実 施 例 １ － １ 〉

　 ５ ０ ０ ｍ ｌ ビ ー カ ー に 蒸 留 水 を 秤 量 後 、 一 部 を 共 洗 い 用 と し て 、 ５ ０ ｍ ｌ ビ ー カ ー に 移

し た 。 そ の 後 、 Ｃ ｅ Ｏ ２ － Ｚ ｒ Ｏ ２ を 秤 量 し て 、 ５ ０ ０ ｍ ｌ ビ ー カ ー に 加 え た 。 ビ ー カ ー

に 回 転 子 を 入 れ て ホ ッ ト プ レ ー ト 付 き ス タ ー ラ ー で 撹 拌 し た 。 上 記 に お い て ５ ０ ｍ ｌ ビ ー

カ ー に 移 し た 共 洗 い 用 の 蒸 留 水 で 、 秤 量 用 容 器 の 容 器 壁 に 付 着 し た Ｃ ｅ Ｏ ２ － Ｚ ｒ Ｏ ２ を

洗 い 流 し た 。 こ れ に よ り 、 溶 液 Ａ を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 蒸 留 水 を １ ０ ０ ｍ ｌ ビ ー カ ー に 秤 量 し た 。 Ｐ ｔ 塩 溶 液 （ Ｐ ｔ 濃 度 ８ ． ６ 質 量 ％ ） 及 び 硝

酸 イ ッ ト リ ウ ム 六 水 和 物 を そ れ ぞ れ 秤 量 し て １ ０ ０ ｍ ｌ ビ ー カ ー に 加 え た 。 こ れ に よ り 、

溶 液 Ｂ を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 送 液 ポ ン プ を 用 い て 、 送 液 速 度 ３ ０ ｍ ｌ ／ 分 で Ｂ 液 を Ａ 液 に 加 え 、 そ の 後 、 蒸 発 乾 固 さ

せ 、 さ ら に 乾 燥 炉 で 、 １ ２ ０ ℃ で 一 晩 乾 燥 さ せ た 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 上 に よ り 、 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 得 た 。 な お 、 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化

触 媒 の 狙 い 組 成 等 は 、 表 １ に 記 載 の と お り で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 〈 実 施 例 １ － ２ 及 び 比 較 例 １ 〉

　 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 狙 い 組 成 等 が 表 １ に 記 載 の と お り に な る よ う に 、 各 試 料 の 分 量 等 を 変

え た こ と を 除 い て 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 実 施 例 １ － ２ 及 び 比 較 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒

を 得 た 。 な お 、 表 １ に お い て 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 及 び Ｙ の 含 有 率 は 、 狙 い 値 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 〈 熱 耐 久 処 理 〉

　 （ 熱 耐 久 処 理 １ ）

　 実 施 例 １ － １ 、 実 施 例 １ － ２ 、 及 び 比 較 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 、 窒 素 雰 囲 気 下 で ８ ０

０ ℃ ま で 昇 温 後 、 ５ 時 間 に わ た っ て 熱 耐 久 処 理 し た 。 熱 耐 久 処 理 中 に 、 リ ッ チ 雰 囲 気 （ Ｃ

Ｏ ： ２ ％ 、 Ｈ ２ Ｏ ： １ ０ ％ 、 Ｎ ２ ： バ ラ ン ス ） 及 び リ ー ン 雰 囲 気 （ Ｏ ２ ： ５ ％ 、 Ｈ ２ Ｏ ：

１ ０ ％ 、 Ｎ ２ ： バ ラ ン ス ） を ５ 分 間 隔 で 交 互 に 流 通 さ せ た 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 （ 熱 耐 久 処 理 ２ ）

　 熱 耐 久 温 度 を １ １ ０ ０ ℃ と し た こ と を 除 い て 、 熱 耐 久 処 理 １ と 同 様 に し て 熱 耐 久 処 理 を
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行 っ た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 〈 Ｐ ｔ 粒 子 の 粒 子 径 の 測 定 〉

　 （ 測 定 方 法 ）

　 Ｃ Ｏ パ ル ス 法 に よ り 、 実 施 例 １ － １ 、 実 施 例 １ － ２ 、 及 び 比 較 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の

そ れ ぞ れ の Ｃ Ｏ 吸 着 量 を 測 定 し 、 Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 具 体 的 に は 、 マ イ ク ロ ト ラ ッ ク ・ ベ ル （ 株 ） 製 の Ｂ Ｅ Ｌ Ｃ Ａ Ｔ － Ａ を 使 用 し て 、 １ ０ ℃

／ 分 で ４ ０ ０ ℃ ま で 昇 温 後 、 酸 素 雰 囲 気 下 で １ ５ 分 加 熱 し 、 続 い て 水 素 雰 囲 気 下 で １ ５ 分

加 熱 し 、 ０ ℃ ま で 冷 却 後 に Ｃ Ｏ を パ ル ス 状 に 導 入 し 、 Ｃ Ｏ 吸 着 量 を 測 定 し た 。 そ し て 、 Ｃ

Ｏ 吸 着 量 か ら 、 Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 （ 測 定 結 果 ）

　 結 果 を 表 １ 及 び 図 １ に 示 す 。 な お 、 表 １ に お い て 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 及 び Ｙ の 含 有

率 は 、 狙 い 値 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 １ は 、 熱 耐 久 処 理 １ 前 後 に お け る 、 実 施 例 １ － １ 、 実 施 例 １ － ２ 、 及 び 比 較 例 １ の 排

ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 １ に お い て 、 「 ◇ 」

は 、 熱 耐 久 処 理 １ 前 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 を 示 し て お り 、 「 △ 」 は 、

熱 耐 久 処 理 １ 後 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 を 示 し て い る 。 表 １ 及 び 図 １ に

示 す よ う に 、 Ｙ を 有 し な い 比 較 例 １ で は 、 Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 は 、 熱 耐 久 処 理 １ を 行 う

と 、 非 常 に 大 き く な っ た （ 熱 耐 久 処 理 １ 前 ： ２ ． ０ ｎ ｍ 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 ： ９ ． ３ ｎ ｍ ）

。 こ れ に 対 し て 、 Ｙ を 有 す る 実 施 例 １ － １ 及 び １ － ２ で は 、 熱 耐 久 処 理 １ 前 後 に お け る Ｐ

ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 の 大 き さ の 変 化 は 、 比 較 例 １ よ り も 少 な か っ た 。 そ し て 、 Ｙ の 量 が よ

り 多 い 実 施 例 １ － ２ （ 熱 耐 久 処 理 １ 前 ： ４ ． １ ｎ ｍ 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 ： ５ ． ７ ｎ ｍ ） で は

、 実 施 例 １ － １ （ 熱 耐 久 処 理 １ 前 ： ２ ． ４ ｎ ｍ 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 ： ６ ． ８ ｎ ｍ ） よ り も 熱

耐 久 処 理 １ 前 後 に お け る Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 の 大 き さ の 変 化 は 少 な か っ た 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 〈 排 ガ ス 浄 化 率 の 測 定 〉

　 （ 測 定 方 法 ）

　 実 施 例 １ － １ 、 実 施 例 １ － ２ 、 及 び 比 較 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に つ い て 、 ５ ０ ℃ ／ 分 で

、 １ ０ ０ ℃ か ら ６ ０ ０ ℃ ま で 昇 温 さ せ 、 以 下 の 表 ２ の 組 成 及 び 流 量 の ガ ス を 流 通 さ せ る こ

と で 、 熱 耐 久 処 理 前 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 、 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の Ｎ Ｏ 浄 化 率 を 、 そ れ ぞ れ 測

定 し た 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 （ 測 定 結 果 ）

　 図 ２ は 、 実 施 例 １ － １ 、 実 施 例 １ － ２ 、 及 び 比 較 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 １

後 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 ２ の よ う に 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 に お い て 、 実 施 例 １ － １ 及 び 実 施 例 １ － ２ の 排 ガ ス 浄 化

触 媒 は 、 比 較 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 よ り も 高 い Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 有 し て い た 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 《 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ 》

　 下 の 表 ３ の 組 成 等 に な る よ う に 、 Ｐ ｔ 及 び Ｙ の 組 成 を 変 え 、 か つ 担 体 を ア ル ミ ナ に 変 え

た こ と を 除 い て 、 実 施 例 １ － １ と 同 様 に し て 、 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ －

１ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 得 た 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

【 表 ３ 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 得 ら れ た 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 、 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 行 っ た も

の と 同 様 の 熱 耐 久 処 理 １ 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ を 行 っ た 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 そ し て 、 熱 耐 久 処 理 前 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 、 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ

ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 、 並 び に Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 、 Ｃ Ｏ 浄 化 率 、 及 び Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 を 、 そ れ ぞ

れ 測 定 し た 。 な お 、 Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 は 、 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 行 っ た も の

と 同 様 の 方 法 に よ り 測 定 し た 。 Ｃ Ｏ 浄 化 率 、 及 び Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 は 、 Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 の 測 定

方 法 と 同 様 に し て 測 定 し た 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 〈 Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 、 Ｃ Ｏ 浄 化 率 、 及 び Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 の 測 定 結 果 〉

　 測 定 結 果 は 、 図 ３ Ａ ～ Ｃ 、 図 ４ Ａ ～ Ｃ 、 及 び 図 ５ Ａ ～ Ｃ に 示 す と お り で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 ３ Ａ ～ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ －

２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 前 （ 初 期 ） の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 （ 図 ３ Ａ ） 、 Ｃ Ｏ 浄 化 率 （ 図

３ Ｂ ） 、 及 び Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 （ 図 ３ Ｃ ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ３ Ａ ～ Ｃ の と お り 、 熱 耐 久 処 理 前 に お い て 、 実 施 例 ２ － １ 及 び 実 施 例 ２ － ２ は 、 比 較
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例 ２ － ２ （ 実 施 例 ２ － １ 及 び ２ － ２ と 同 じ Ｐ ｔ 量 を 含 む が 、 Ｙ 成 分 を 含 ま な い 例 ） と ほ ぼ

同 様 の 排 ガ ス 浄 化 性 能 を 示 し た 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 図 ４ Ａ ～ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 実 施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ －

２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久 処 理 １ 後 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 （ 図 ４ Ａ ） 、 Ｃ Ｏ 浄 化 率 （ 図 ４ Ｂ ）

、 及 び Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 （ 図 ４ Ｃ ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。 ま た 、 図 ５ Ａ ～ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 実

施 例 ２ － １ 、 実 施 例 ２ － ２ 、 比 較 例 ２ － １ 、 及 び 比 較 例 ２ － ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の 熱 耐 久

処 理 ２ 後 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 （ 図 ５ Ａ ） 、 Ｃ Ｏ 浄 化 率 （ 図 ５ Ｂ ） 、 及 び Ｃ ３ Ｈ ６ 浄 化 率 （ 図 ５

Ｃ ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 ４ Ａ ～ Ｃ 及 び 図 ５ Ａ ～ Ｃ に 示 す よ う に 、 比 較 例 ２ － １ 及 び 比 較 例 ２ － ２ の 排 ガ ス 浄 化

触 媒 （ Ｙ を 含 ま な い 例 ） は 、 熱 耐 久 処 理 １ 及 び ２ 後 に お い て 、 排 ガ ス 浄 化 性 能 が 大 き く 低

下 し た 。 こ れ に 対 し て 、 実 施 例 ２ － １ 及 び 実 施 例 ２ － ２ （ Ｙ を 含 む 例 ） の 排 ガ ス 浄 化 触 媒

は 、 熱 耐 久 処 理 １ 及 び ２ 後 に お い て も 、 排 ガ ス 浄 化 性 能 の 大 き な 低 下 は 見 ら れ な か っ た 。

特 に 、 熱 耐 久 処 理 ２ 後 に お い て 、 実 施 例 ２ － １ 及 び ２ － ２ （ Ｙ を 含 む 例 ） は 、 Ｐ ｔ の 含 有

量 が 約 ６ 倍 で あ る 比 較 例 ２ － １ と 同 等 の 排 ガ ス 浄 化 性 能 を 示 し た 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 《 実 施 例 ３ － １ 、 実 施 例 ３ － ２ 、 及 び 比 較 例 ３ 》

　 下 の 表 ４ の 組 成 等 に な る よ う に 、 Ｐ ｔ の 量 を 変 え 、 か つ Ｙ を Ｎ ｄ に 、 担 体 粉 末 を Ｃ ｅ Ｏ

２ － Ｚ ｒ Ｏ ２ に 変 え た こ と を 除 い て 、 実 施 例 １ － １ と 同 様 に し て 、 実 施 例 ３ － １ 、 実 施 例

３ － ２ 、 及 び 比 較 例 ３ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 得 た 。 ま た 、 得 ら れ た 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し

て 、 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 行 っ た も の と 同 様 の 熱 耐 久 処 理 １ 及 び 熱 耐 久

処 理 ２ を 行 っ た 。 そ し て 、 実 施 例 ２ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 行 っ た も の と 同 様 に し

て 、 熱 耐 久 処 理 前 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 、 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子

の 平 均 粒 子 径 を 測 定 し た 。 さ ら に 、 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 行 っ た も の と

同 様 に し て 、 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 〈 Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 の 測 定 結 果 〉

　 熱 耐 久 処 理 前 に お い て 、 実 施 例 ３ － １ 及 び ３ － ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒

子 径 （ 実 施 例 ３ － １ ： ２ ． ２ ｎ ｍ 、 実 施 例 ３ － ２ ： ４ ． ３ ｎ ｍ ） は 、 比 較 例 ３ の も の （ ２

． ０ ｎ ｍ ） よ り も 大 き か っ た 。 し か し な が ら 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 で は 、 実 施 例 ３ － １ 及 び ３

－ ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 （ 実 施 例 ３ － １ ： ７ ． ２ ｎ ｍ 、 実 施 例 ３ －

２ ： ８ ． ６ ｎ ｍ ） は 、 比 較 例 ３ の も の （ ９ ． ３ ｎ ｍ ） よ り も 小 さ か っ た 。 ま た 、 熱 耐 久 処

理 ２ 後 で は 、 実 施 例 ３ － ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 （ １ ０ １ ． ４ ｎ ｍ ）

は 、 比 較 例 ３ の も の （ １ ４ ７ ． ０ ｎ ｍ ） よ り も 小 さ か っ た 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 〈 Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 の 測 定 結 果 〉

　 実 施 例 ３ － １ 、 実 施 例 ３ － ２ 、 及 び 比 較 例 ３ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 測 定

し た 結 果 を 、 図 ６ Ａ ～ Ｃ に 示 し た 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ６ Ａ ～ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 実 施 例 ３ － １ 、 実 施 例 ３ － ２ 、 及 び 比 較 例 ３ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒

の 、 熱 耐 久 処 理 前 （ 図 ６ Ａ ） 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 （ 図 ６ Ｂ ） 、 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ 後 （ 図 ６ Ｃ

） の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 ６ Ａ の よ う に 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 で は 、 実 施 例 ３ － １ 、 及 び 実 施 例 ３ － ２ の 排 ガ ス 浄 化

触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 は 、 比 較 例 ３ の も の よ り も 低 か っ た 。 し か し な が ら 、 図 ６ Ｂ 及 び 図

６ Ｃ に 示 す よ う に 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ 後 で は 、 実 施 例 ３ － １ 、 及 び 実 施 例

３ － ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 は 、 比 較 例 ３ の も の に 近 づ き 、 特 に 、 実 施 例 ３

－ ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 は 、 比 較 例 ３ の も の よ り も 高 く な っ た 。

【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 《 実 施 例 ４ － １ 、 実 施 例 ４ － ２ 、 及 び 比 較 例 ４ 》

　 下 の 表 ４ の 組 成 等 に な る よ う に 、 Ｒ ｈ の 量 を 変 え 、 か つ Ｙ を Ｎ ｄ に 変 え た こ と を 除 い て

、 実 施 例 １ － １ と 同 様 に し て 、 実 施 例 ４ － １ 、 実 施 例 ４ － ２ 、 及 び 比 較 例 ４ の 排 ガ ス 浄 化

触 媒 を 得 た 。 ま た 、 得 ら れ た 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 、 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒

に 対 し て 行 っ た も の と 同 様 に し て 、 熱 耐 久 処 理 １ 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ を 行 っ た 。 そ し て 、 実

施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 行 っ た も の と 同 様 に し て 、 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の 各 排 ガ

ス 浄 化 触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 測 定 し た 。 な お 、 表 ４ に お い て 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｒ ｈ 及 び

Ｎ ｄ の 含 有 率 は 、 狙 い 値 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

【 表 ４ 】

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 〈 Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 の 測 定 結 果 〉

　 図 ７ Ａ は 、 熱 耐 久 処 理 前 の 実 施 例 ４ － １ 、 実 施 例 ４ － ２ 、 及 び 比 較 例 ４ の 排 ガ ス 浄 化 触

媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 図 ７ Ｂ は 、 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の 実 施 例 ４ － １ 、 実 施

例 ４ － ２ 、 及 び 比 較 例 ４ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 図 ７ Ａ の よ う に 、 熱 耐 久 処 理 前 に は 、 実 施 例 ４ － １ 、 及 び 実 施 例 ４ － ２ の 排 ガ ス 浄 化 触

媒 の Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 は 、 比 較 例 ４ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 よ り も 低 か っ た 。 し か し な が ら 、 図 ７

Ｂ の よ う に 、 熱 耐 久 処 理 ２ 後 に お い て 、 実 施 例 ４ － １ 及 び 実 施 例 ４ － ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒

は 、 比 較 例 ４ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 よ り も 高 い Ｎ Ｏ ｘ 浄 化 性 能 を 有 し て い た 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 《 参 考 例 １ 及 び ２ 》

　 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 を 得 た 方 法 を 参 考 に し て 、 Ｐ ｔ の み が 担 持 さ れ た 排 ガ ス

浄 化 触 媒 （ 参 考 例 １ ） 及 び Ｐ ｔ 及 び Ｎ ｄ ２ Ｏ ３ が 担 持 さ れ た 排 ガ ス 浄 化 触 媒 （ 参 考 例 ２ ）

を 得 た 。 ま た 、 得 ら れ た 各 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対 し て 、 実 施 例 １ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 に 対

し て 行 っ た も の と 同 様 の 熱 耐 久 処 理 １ 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ を 行 っ た 。 そ し て 、 参 考 例 ２ 及 び

３ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 中 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 を 測 定 し た 。 Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 の 測 定

に は 、 実 施 例 ２ － １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 の 測 定 と 同 様 に し て 、 Ｃ Ｏ

パ ル ス 法 に よ り 、 Ｃ Ｏ 吸 着 量 を 測 定 し 、 Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 測 定 結 果 は 、 以 下 の 表 ５ に 記 載 の と お り で あ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

【 表 ５ 】

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 参 考 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 は 、 熱 耐 久 処 理 前 に は ２ ． ０ ｎ ｍ で
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あ っ た の に 対 し て 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 で は 、 ９ ． ３ ｎ ｍ に ま で 増 加 し 、 熱 耐 久 処 理 ２ 後 に は

、 １ ４ ７ ｎ ｍ に ま で 増 加 し た 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 他 方 、 参 考 例 ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 は 、 熱 耐 久 処 理 前 に は １ ６ ｎ

ｍ で あ っ た の に 対 し て 、 熱 耐 久 処 理 １ 後 で は 、 ３ ７ ． ７ ｎ ｍ に ま で 増 加 し た 。 熱 耐 久 処 理

２ 後 に は 、 Ｃ Ｏ が 吸 着 せ ず 、 平 均 粒 子 径 を 測 定 す る こ と が で き な か っ た 。 こ れ は 、 熱 耐 久

処 理 ２ 後 に Ｐ ｔ 粒 子 が 大 き く な り す ぎ た た め と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 参 考 例 ２ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 は 、 熱 耐 久 処 理 前 、 熱 耐 久 処 理 １ 後

、 及 び 熱 耐 久 処 理 ２ 後 の い ず れ に お い て も 参 考 例 １ の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 の Ｐ ｔ 粒 子 の 平 均 粒

子 径 よ り も 大 き か っ た 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 し た が っ て 、 希 土 類 酸 化 物 担 体 上 に 貴 金 属 を 担 持 し て も 、 シ ン タ リ ン グ 抑 制 効 果 が 得 ら

れ な い と 言 え る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ４ Ａ 】
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【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ４ Ｃ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ５ Ｃ 】 【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ６ Ｃ 】



(15) JP  2020-11174  A   2020.1.23

【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】
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